
 

（様式１－３） 

いわき市復興交付金事業計画 復興交付金事業等個票 

平成 28年 12月時点 

※本様式は１－２に記載した事業ごとに記載してください。 

NO. 34 事業名 薄磯緊急防災空地整備事業 事業番号 D-17-4 

交付団体 いわき市 事業実施主体（直接/間接） いわき市(直接) 

総交付対象事業費 497,920（千円） 全体事業費 305,233（千円） 

事業概要 

東日本大震災により広域かつ甚大な津波被災を受けた沿岸市街地の復興に向け、地域の復興ニーズに的確に対

応しながら、土地区画整理の手法により、できるだけ早期に震災前より安全・安心で、活力に満ち溢れた、市街

地の形成を行う。 

【事業区域】 Ａ＝約３５ha 

 

※ 当該事業を復興ビジョン、復興計画、復興プラン等に位置付けている場合は、該当箇所及び概要も記載して

ください 

【復興ビジョン】 

○取組の柱１ 被災者の生活再建  

主な取組み：津波等により被害を受ける危険性の低い場所への集団移転なども視野に入れ、一刻も早く本格的

な生活再建ができるよう、様々な取組みを進めます。 

○取組の柱３ 社会基盤の再生強化 

主な取組み：被害の大きかった沿岸域等について、地域の意見を聴きながら、地域特性を活かした土地利用計

画を策定します。 

【復興事業計画（第一次）】 

○取組の柱３ 社会基盤の再生・強化 ⑴ 生活基盤の再生 

取 組 名：被災市街地復興土地区画整理事業 

取組内容：広範かつ甚大な被災を受けた市街地の復興に対応するため、それぞれの地域の復興ニーズに的確に

対応し、被災市街地復興土地区画整理事業等により緊急かつ健全な市街地の復興を推進する。 
○重点施策 １ 津波被災地域の復興に向けた土地利用プロジェクト 
【事業間流用による経費の変更】（平成 28年９月 16日） 
単価改正に伴う薄磯被災市街地復興土地区画整理事業の補償費の増額。D-17-13 薄磯被災市街地復興土地区画整
理事業へ事業費 88,193 千円（国費：H24 予算 66,144 千円）を流用。これにより全体事業費は 393,426 千円（国
費 295,070千円）から 305,233千円（国費 228,926千円）に減額。 
【事業間流用による経費の変更】（平成 28年８月１日） 
諸経費率及び単価改正に伴う薄磯被災市街地復興土地区画整理事業の工事費の増額。D-17-13 薄磯被災市街地復
興土地区画整理事業へ事業費 104,494千円（国費：H24予算 78,370千円）を流用。これにより全体事業費は 497,920
千円（国費 373,440千円）から 393,426千円（国費 295,070千円）に減額。 

当面の事業概要 

 

東日本大震災の被害との関係 

当該地区は、東日本大震災の大津波により、区域の大部分が浸水し、壊滅的な被害を受け、多く

の犠牲者を出した。 

【国土交通省の直轄事業による調査結果：平(薄磯)地区】 

死者：１０３名 

全壊・大規模半壊：３２０棟 
半壊・一部損壊：１９棟 

関連する災害復旧事業の概要 

海岸堤防の復旧(TP.7.2,人工リーフ)、河川の復旧（塩屋川）、学校教育施設の復旧（豊間小） 等 

※効果促進事業等である場合には以下の欄を記載。 

関連する基幹事業 

事業番号  

事業名  

交付団体  

基幹事業との関連性 

 

 


